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1. 研究目的 近年、地球温暖化の海岸・海洋への影響

評価研究が進められている。日本においては内水・外

水問わず様々な影響が考えられ、代表的な閉鎖性水域

として瀬戸内海が挙げられる。瀬戸内海の物理環境は、

太平洋からの流入・流出に加え、閉鎖性水域特有の複

雑な潮流がある。気候変動研究の最新成果としては、

2013年9月にIPCC第5次報告書が発表された。IPCC第5

次報告書に用いられたPhase 5 of the Coupled Model 

Intercomparison Project（CMIP5）のデータ解析が開始さ

れつつあるが、海洋についての局所的な将来予測につ

いての影響評価はまだ少ない。このため、このCMIP5

のデータを全球または領域スケールの海域に対し、将

来変化とその影響を評価することは有意義である。 

そこで、本研究では全球または西日本周辺の海域ス

ケールに対し、現在気候(1995～2004年)と将来気候

(2084～2093年)についてCMIP5の解析を行う。また、こ

の西日本周辺についてのCMIP5解析結果を考慮して、

海洋モデルROMS(Shchepetkin、2005)を用いた瀬戸内海

の将来変化予測を行う。本研究では、特に基本的物理

量(流速、潮位、表層付近海水温(SST)、塩分)について

評価することを目的とする。 

2. CMIP5の解析  

 CMIP5 には 28 の開発予測実行機関の Modeling 

Centerと 61の General Circulation Modelが登録されて

いる。CMIP5の解析は、現在気候(historical)と将来気候

の温暖化シナリオ Representative Concentration Pathway 

8.5W/m2 (RCP8.5)と 4.5W/m2 (RCP4.5)について行い、対

象海域は全球と西日本周辺(東経 125～136度、北緯 27

～35度)とした。また、対象変数は雲量、海面更正気圧、

下向き短波放射、下向き長波放射、SST、海面付近気温、

海面付近風速(U10)である。解析結果は、シナリオ毎、

海域毎、変数毎に、全球の空間分布、時間変化トレン

ド、季節変動、年平均変動についてモデルアンサンブ

ル平均をとり示す。季節変動と年平均変動はボックス

プロット(箱ひげ図)を用いて表す。ボックスプロット

では、ボックスのエッジが25と75の百分位点であり、

ひげはアルゴリズムが異常値でないと判断した最極値

まで評価している。 

 以下にCMIP5のSSTの解析結果を一例として示す。 

 

図 1：SSTの時間変化トレンド(西日本) 

図 2：SSTの全球空間分布 



図 3：SSTの季節変動(西日本) 

 

図 1～3は、それぞれ RCP8.5の条件における SSTに関

する全球の将来変化空間分布、西日本の時間変化トレ

ンド、西日本の季節変動である。全球の空間分布より、

北太平洋で 4 度以上の海水温上昇が見込まれている

(図１)。一方で、西日本周辺の時間変化トレンドは、

SSTの一貫した上昇傾向を示している(図 2)。また、季

節ごとの SSTの将来変化について見ると、西日本では

6 月が最も将来変化が大きく、4 度弱の昇温が予想さ

れ，冬季はこれよりやや低めの昇温が期待される (図

3)。 

3. 瀬戸内海における物理環境の将来変化予測 

 将来気候 (2093 年)を対象として、ROMS を用いた

瀬戸内海の将来変化予測を行った。比較対象は、解析

値を用いた現在気候 (2004 年)のシュミレーーション

結果とする（田中ら、2013）。地形データは東西約 4.5

度×南北約 2.5度(414×185)の水平格子解像度 1㎞であ

る。側方条件には、JCOPE(2004年)のデータから水位、

鉛直積分流速、水温、塩分、2 次元鉛直流速をベース

に与えた。水温は、CMIP5の解析結果から得られた西

日本周辺の SSTを水深約 460mでの海水温変化を 0と

仮定して線形補間して 2093 年のデータとした。気象

条件は気象庁メソ数値予報 GPV データ(2004 年)をベ

ースに地上 10m風速、降雨量、相対湿度、気温、海面

更生気圧、雲量、短波放射を 1時間毎に与えた。CMIP5

の解析結果を元に、風速、気温、海面更正気圧、雲量、

短波放射の 2093 年のデータを作成した。数値計算の

初期擾乱を除去するために、スピンアップ期間として

3ヶ月とした。 

 比較を行った物理量の表層流速、水位、SST、塩分中

で、一例として瀬戸内海のSST将来変化を以下に示す。 

図 4、図 5に示す 2月と 7月の SST将来変化から、将

来の SSTの変化には局所性が見られ，豊後水道南部で

はSSTの上昇が見られる。これは、四国を中心とした、

時計回りの潮の流れにより 

図 4：２月の SST将来変化(瀬戸内海) 

 

図 5：６月の SST将来変化(瀬戸内海) 

 

、太平洋の SSTの影響を受けやすいからであると考え

られる。また、燧灘や沿岸付近といった水深の浅い海

域での SSTの上昇傾向も確認できる。 

5. まとめ  

1. CMIP5の解析結果より、全球で SSTの上昇傾向が

一貫しており、特に北太平洋で顕著である。 

2. 四国を中心とした、時計回りの潮の流れより、太

平洋との境界付近の豊後水道南部では、境界条件

の水温の上昇の影響を受けやすく、SST の将来変

化が大きい。 
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